
沈
　
久
美
（
新
政
会
）

小
中
学
校
給
食
の
残
食
率
は
改
善
し
て
い
る
か

Q
食
育
都
市
・
三
島
が
誇
る
週
５
回
の
完
全
米
飯
給
食
は

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、栄
養
価
は
高
く
評
価
す
る
が
、

残
食
は
ど
う
か
。
そ
の
推
移
を
伺
う
。

A
総
残
食
率
は
小
学
校
で
平
成
17
年
度
は
４
％
で
、
完

全
米
飯
給
食
を
始
め
た
22
年
度
に
は
１
・
９
％
と
減
少
し
、

30
年
度
は
１
・
３
９
％
だ
っ

た
。
中
学
校
で
は
17
年
度
は

１
３
・
３
％
で
30
年
度
は
７
・

５
９
％
と
減
少
し
た
。
残
食

へ
の
対
応
は
無
理
な
指
導
は
せ

ず
、
個
々
の
児
童
生
徒
に
合
わ

せ
た
給
食
指
導
を
し
て
い
る
。

給
食
の
砂
糖
の
使
用
量
は
基
準
を
超
え
て
い
な
い
か

Q
砂
糖
の
過
剰
摂
取
は
虫
歯
や
肥
満
な
ど
の
原
因
と
な

る
。
献
立
表
か
ら
は
使
い
す
ぎ
の
感
が
否
め
な
い
。
砂
糖
摂

取
の
基
準
値
に
対
す
る
充
足
率
を
問
う
。

A
砂
糖
の
摂
取
量
と
目
安
と
な
る
基
準
量
へ
の
充
足
率
は

小
学
校
が
３
・
４
１
ｇ
で
１
１
４
％
、
中
学
校
は
５
・
８
４
ｇ

で
１
４
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
１
日
25
ｇ
程
度
と
し
て
い
る

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
指
針
か
ら
も
標
準
的
な
範
囲
と
考
え
る
が
、
砂
糖

が
入
っ
た
デ
ザ
ー
ト
を
果
物
に
替
え
る
な
ど
過
剰
摂
取
と
な

ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

他
の
質
問
事
項

よ
り
伝
統
的
に
近
い
中
学
向
け
新
献
立
の
可
能
性
は

服
部
　
正
平
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

市
民
の
健
幸
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

Q
健
康
交
流
拠
点
「
み
し
ま
健
幸
塾
」
の
利
用
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。
健
幸
塾
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
意
識
・
動

向
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
。

A
利
用
者
数
は
、
体
組
成
計
測
定
者
、
マ
イ
レ
ー
ジ
利
用

者
、
タ
ニ
タ
健
康
く
ら
ぶ
の
新
規
入
会
や
更
新
な
ど
、
９
月

末
時
点
で
延
べ
６
２
７
５

人
と
な
っ
て
い
る
。
タ
ニ

タ
健
康
く
ら
ぶ
へ
の
加
入

総
数
も
２
千
人
を
超
え
、

み
し
ま
健
幸
塾
の
存
在
は
、

意
識
の
醸
成
に
寄
与
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

新
制
度
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
契
約

Q
新
制
度
の
目
的
は
処
遇
改
善
と
さ
れ
て
い
る
。
当
市
に

お
け
る
非
正
規
職
員
の
雇
用
契
約
は
、
均
等
待
遇
を
前
提
に

不
安
な
く
交
わ
さ
れ
る
か
。

A
原
則
と
し
て
、
１
会
計
年
度
内
が
任
用
期
間
で
あ
り
、

給
料
は
正
規
職
員
と
同
じ
給
料
表
に
当
て
は
め
な
が
ら
、
さ

ら
に
一
定
の
条
件
の
も
と
、
期
末
手
当
や
通
勤
手
当
等
を
支

給
し
て
い
く
。
任
用
は
公
募
が
原
則
で
あ
る
た
め
、
書
類
審

査
や
面
接
等
を
行
い
、
公
平
な
雇
用
機
会
を
設
け
る
予
定
で

あ
る
。

他
の
質
問
事
項

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
待
機
所
を
楽
寿
園
駅
前
口
へ

杉
澤
　
正
人
（
新
政
会
）

青
少
年
相
談
室
の
相
談
業
務

Q
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
で
の
相
談
以
外
に
、
公
民
館
な

ど
市
内
の
公
共
施
設
で
も
相
談
・
面
接
が
行
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
今
ま
で
面
接
に
至
ら
な
か
っ
た
案
件
を
支
援
に
つ
な

げ
、
児
童
生
徒
の
み
で
な
く

青
年
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、
指
導
を
組
織
的
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
た
め
、
方
策
と
し
て
北

上
公
民
館
、
中
郷
公
民
館
で

の
実
施
を
調
整
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
学
校
支
援
員
・
Ａ
Ｌ
Ｔ

Q
新
た
な
任
用
制
度
に
よ
り
、
学
校
支
援
員
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

実
質
的
な
雇
い
止
め
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
配
慮

が
な
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

A
全
て
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
原
則
、
１
会
計
年
度

内
で
の
任
用
だ
が
、
再
任
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
人

事
評
価
等
に
よ
る
客
観
的
根
拠
を
も
と
に
、
本
人
の
意
向
も

尊
重
し
つ
つ
経
験
や
実
績
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
人
材
確

保
の
点
か
ら
も
慎
重
に
再
任
用
の
可
否
を
決
定
し
て
い
く
。

他
の
質
問
事
項

罹り

災さ
い
証
明
の
発
行
業
務
に
つ
い
て

村
田
　
耕
一
（
公
明
）

大
場
川
上
岩
崎
公
園
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
回
収

Q
大
場
川
で
上
岩
崎
公
園
付
近
の
滝
下
に
、
上
流
か
ら
流

れ
て
き
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
た
ま
る
所
が
あ
る
が
、
そ

の
回
収
を
市
で
対
応
で
き
な
い
か
。

A
日
頃
、
近
所
の
方
や
環
境
美
化
活
動
団
体
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
ご
み
を
回
収
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
大
場

川
に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
静
岡
県
に
相
談
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
が
管
理
す
る
河
川
で
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ

り
発
見
し
た
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
市
で
回
収
処
分
を
行
っ

て
い
る
。

停
電
予
防
の
対
策

Q
停
電
の
多
発
エ
リ
ア
で
電
線
に
か
か
り
そ
う
な
樹
木
情

報
を
集
約
し
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
の
５
月
頃
に
対
策
打
ち
合

わ
せ
会
を
実
施
で
き
な
い
か
。

A
停
電
の
主
な
原
因
に
つ
い
て
電
力
会
社
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
強
風
で
飛
ば
さ
れ
た
飛
来
物
や
樹
木
等
の
電
線
へ
の

接
触
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
自
治
会
単
位
な

ど
で
樹
木
等
の
電
線
へ
の

接
触
情
報
を
集
約
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
対
策
打
ち

合
せ
会
を
実
施
せ
ず
と
も
、

市
か
ら
電
力
会
社
へ
情
報

提
供
を
行
う
。

大
石
　
一
太
郎
（
新
政
会
）

商
店
街
・
個
店
の
活
性
化
に
向
け
た
商
業
戦
略
と
は

Q
大
通
り
の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
央
町
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
舎

跡
地
と
、
銀
行
支
店
跡
地
へ
の
誘
致
や
活
用
に
つ
い
て
、
商

店
街
な
ど
と
意
見
交
換
が
で
き
な
い
か
。

A
大
通
り
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
に
公
共
施
設
を
建
設
す

る
構
想
は
な
い
が
、
土
地
所
有
者
に
は
１
階
部
分
へ
の
商
業

施
設
の
配
置
な
ど
に
ぎ
わ
い

創
出
に
配
慮
を
お
願
い
し
て

お
り
、
可
能
な
範
囲
で
市
も
関

わ
っ
て
い
く
。
土
地
所
有
者
の

意
向
を
尊
重
し
た
い
た
め
、
地

域
と
の
意
見
交
換
会
は
予
定

し
て
い
な
い
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
と
市
民
後
見
人
の
養
成

Q
利
用
者
は
対
象
者
の
２
％
と
少
な
い
。
権
利
保
護
の
た

め
に
も
制
度
内
容
や
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

等
、
市
民
説
明
を
徹
底
し
周
知
で
き
な
い
か
。

A
成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
高
齢
者
等
で
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
を
支
え
る
制
度
で
あ
り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
に

三
島
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
社
会
福
祉
会
館
内
に
開

設
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
設
の
相
談
窓
口
の
ほ
か
専

門
職
に
よ
る
定
期
相
談
が
あ
り
、
親
族
後
見
人
等
の
支
援
も

行
っ
て
い
く
。

他
の
質
問
事
項

発
達
支
援
に
向
け
た
保
育
・
療
育
体
制
の
構
築
を

川
原
　
章
寛
（
新
未
来
21
）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

Q  

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
て
、
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
基
づ
き
連

携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特

に
地
域
の
担
い
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
今
後

充
実
が
必
要
で
あ
り
、
市
と
し
て

も
支
援
し
て
い
く
。

Q
徒
歩
圏
内
に
お
け
る
居
場
所
の
全
市
的
な
展
開
に
よ
る

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
助
成
制
度
の
拡
充
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
助
成
制
度
を
利
用
し
、
利
用
期
間
が
終
了
し
た
自
治
会
、

町
内
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
が
、
活
動
費
用
の

不
足
を
理
由
に
事
業
を
終
了
し
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
助
成
制
度
と
な
る
よ
う
同
様
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
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